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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み 

   持続可能社会創成学環は，令和４年に設置予定の人文社会芸術総合研究科（改組前 

人文科学研究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術文化学研究科）と理工学研

究科（改組前 理工学教育部）の連係により設置する研究科等連係課程実施基本組織で

あり，入学者の属性についても基本的には連係元の組織とほぼ同じとなることを想定

している。本学環への入学者は，連係元となる人文社会芸術総合研究科及び理工学研究

科の母体である学部を卒業した学生並びに他大学の経済学系学部を卒業した学生を想

定している。 

そのため，入学定員の設定に当たっては，本学環が設置された際にストレートで入学

することが見込まれる学内外の学士課程３年次の学生を中心に実施したアンケート結

果に基づき，人文社会芸術総合研究科と理工学研究科の内数として，18名（人文社会芸

術総合専攻8名及び理工学専攻10名）に設定した。（表１） 

 

表１ 持続可能社会創成学環 プログラム別の募集人数 

プログラム名 募集人数 

社会データサイエンスプログラム ８ 

グローバル SDGs プログラム 10 

総計 18 

 

①学内学生に対するアンケート結果，②学外の入学が見込まれる者へのアンケート

結果，③改組前の組織全体の入学者の実績の３つの観点から総合的に判断すると，本学

環の入学定員18名は，充足できる見込みがあるといえる。 

 

①学内学生に対するアンケート結果 

   本学環が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）を中心にアンケートを実施した。アンケート

の結果，持続可能社会創成学環（アンケート実施時「持続可能社会連係課程群」）の下

に置く２つのプログラムに「ぜひ入学したい」と回答した人数は，社会データサイエン

スプログラム5.5名相当，グローバルSDGsプログラム12.2名相当の合計17.7名相当であ

る。 
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  ②学外の入学が見込まれる者へのアンケート結果 

   連係元の１つである人文社会芸術総合研究科の経済系については，近隣大学の経済

系学部等からの進学実績があることからこれらの大学・学部等に対し，共創経済プログ

ラム及び持続可能社会創成学環に対するアンケート調査を実施した。その結果，社会デ

ータサイエンスプログラムに７名，グローバルSDGsプログラムに４名，合計11名から

「ぜひ進学したい」との回答があった。 

 

  ③改組前の組織全体の入学者の実績 

 本学環の連係元の研究科の改組前の組織である人文科学研究科，人間発達科学研究

科，経済学研究科，芸術文化学研究科及び理工学教育部の平成28年から令和２年度の５

年間の平均の入学者実績は表３のとおりである。 

 

表３ H28-R02年度 改組前組織全体の入学者実績 

研究科名 入学者数（年平均） 平均定員充足率 

人文科学研究科 9名 1.08倍 

人間発達科学研究科 12名 0.97倍 

経済学研究科 19名 1.04倍 

芸術文化学研究科 8名 1.00倍 

理工学教育部 217名 1.25倍 

合計 265名 1.07倍 

 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  ①学内学生に対するアンケート結果 

   本学環が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）を中心に，オンラインによる説明会を実施の

上，学内のMoodleシステムを活用しアンケートを実施した（資料１，２）。また，アン

ケート時は文理融合型データサイエンス研究科連係課程及びグローバルSDGs研究科

連係課程の設置を想定し，両研究科連係課程を持続可能社会連係課程群と総称してい

たが，その後の検討の結果，新たに設置する新組織を社会データサイエンスプログラム

及びグローバルSDGsプログラムからなる「持続可能社会創成学環」と変更している。

学環内のプログラムとなったもののプログラムの趣旨，概要及び教育内容等は，アンケ

ート時の連係課程群の構想内容とほぼ相違無いものである。 

 

  アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 

   持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 

   文理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
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   グローバルSDGs研究科連係課程      → グローバルSDGsプログラム 

 

   アンケートへの回答は，合計1,575件あり，うち1,250件が４年制学部の３年次の学生

である。アンケート実施時における4年制学部3年次学生は1,753名であるため，回答率

は71.3%である。 

   持続可能社会創成学環の下に置く2つのプログラムに「ぜひ入学したい」と回答した   

者の数は，次のとおりである。 

 

  社会データサイエンスプログラム  5名 

   グローバルSDGsプログラム  12名 

   合計    17名 

 

   なお，今回の全学的な大学院改組では，２つ以上の研究科の緊密な連係による研究科

等連係課程実施基本組織を設置する構想としており，連係元の研究科と研究科等連係

課程実施基本組織との間で，はっきりと決めきれない学生が出ることが想定されたた

め「㉑どのプログラム・研究科連係課程にするか迷っている」の選択肢を設け，具体的

な組合せを回答させている。この回答を選択した場合は，組合せの内容を按分してそれ

ぞれのプログラム等に加算した。按分したものを加算した結果は，次のとおりである。 

   社会データサイエンスプログラム  5.5名 

グローバルSDGsプログラム  12.2名 

   合計    17.7名 

 

グローバルSDGsプログラムは，学内からの希望者だけで募集予定人数10名を超えるの

に対して，社会データサイエンスプログラムは募集予定人数 8名を下回っている。しか

し，後述するように，学外者へのアンケートで，社会データサイエンスプログラムに７名，

グローバルSDGsプログラムに４名希望者がいるため，両プログラムとも十分に定員を充

足できるものと考える。 

 

また，本学環に入学を希望すると回答した本学の学部３年生の所属を人社芸術系（人文

学部，人間発達科学部，経済学部，芸術文化学部）と理工系（理学部，工学部，都市デザ

イン学部）に大別すると，次のとおりである（表４）。 

 

表４：本学環に入学を希望する本学学部３年生の学部の種別 

プログラム名等 人社芸術系 理工系 合計 

社会データサイエンスプログラム 1 4.5 5.5 

グローバルSDGsプログラム 3 9.2 12.2 

学環合計 4 13.7 17.7 
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さらに，富山大学の新しい大学院構想について「関心がある」と答えた1,088件のうち，

「持続可能社会の構築に必要な課題解決型学際専門分野“サステイナビリティ学”を英語

で学び，SDGsの達成に貢献できる研究科連係課程ができること」に関心を持ったと答え

た回答が47件，「データサイエンスを活用して社会的課題を分析・解決できる人材を育成

する研究科連係課程ができること」に関心を持ったと答えた回答が29件あり，本学環に対

する学生の関心が高いことが伺えた。さらに，「高度なスキル・リテラシーが学べること

（193件）」「分野の連携と融合が進んでいること（319件）」，「分野の異なる副指導教員か

ら，研究指導を受けることができること（141件）」などについても学生の関心が高く，本

学環で強力に推し進めるデータサイエンス力の強化，文理融合教育・研究，分野の異なる

副指導教員による多角的な研究指導などは，学生の関心にも沿っていた。 

また，「学部卒業後は進学せず就職」を選択した学生のうち，就職後，働きながらスキ

ルアップ・キャリアアップを目的として入学したいプログラムについて回答を求めたと

ころ，回答があった519名のうち，13名が社会データサイエンスプログラム，28名がグロ

ーバルSDGsプログラムへの入学を希望していた。本学環では，高度な専門能力を身に付

けたいと考える社会人の大学院入学にも対応できるよう，講義や演習，実習による学修に

重きを置き，特別研究の学修時間が従来に比べて少ないカリキュラムを両プログラムに

共通して設けている。 

 

②学外者へのアンケート結果 

本学環の連係元である人文社会芸術総合研究科の中でも主たる連係として想定してい

る経済学分野の改組元である経済学研究科は，学外からの進学者が極めて多いため，国内

において進学実績のある近隣大学の経済系学部等に対し，共創経済プログラム及び持続

可能社会創成学環に対するアンケート調査を実施した。その結果，社会データサイエンス

プログラムに７名，グローバルSDGsプログラムに４名，合計11名から「ぜひ進学したい」

との回答があった。 

 

学外者からの入学希望に加え，前述の学内者へのアンケート結果を総合すると，社会デ

ータサイエンスプログラムは13名，グローバルSDGsプログラムは16名の進学ニーズが見

込まれる。グローバルSDGsプログラム（募集予定人数10名）及び社会データサイエンス

プログラム（募集予定人数8名）のいずれも十分に定員を充足できるものと考える。 
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 【アンケート結果抜粋】 

７. あなたが、ぜひ進学したいと思うプログラム・連係課程はどれですか。 

 

ｈ 

 

④改組前の組織全体の入学者の実績 

本学環の連係元となっている理工学研究科と人文社会芸術総合研究科の改組元の組織

の過去５年間の入学志願状況は，表６のとおりである。人社芸術系研究科（人文科学研究

科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術文化学研究科）の過去５年間の平均入学者

数の合計は48人（入学定員充足率1.04倍），理工学教育部では，272名（入学定員充足率

1.25倍）であり，既存の組織における定員充足率は十分確保されている。 

学生は，人文学部，経済学部，芸術文化学部に対応した人文社会芸術総合研究科や理学

部，工学部，都市デザイン学部に対応した理工学研究科等，既設の学部に対応した研究科

だけでなく，これらの研究科の連係により設置し横断的・融合的教育を行う，持続可能社

会創成学環や医薬理工学環にも各自の興味と志望に基づき進学することしている。 

人文社会芸術総合研究科は入学定員の38名に加え本学環の入学定員として８名，理工

学研究科は入学定員の249名に加え本学環の入学定員として10名，医薬理工学環の入学定

員として29名をそれぞれ設定している。よって，人文社会芸術総合研究科と本学環との入

学定員の比率は38：8となり，理工学研究科と本学環及び医薬理工学環との比率は249：

10：29となる。本学環の連係元の人文社会芸術総合研究科は，現在の人文科学研究科，人

間発達科学研究科，経済学研究科及び芸術文化学研究科からの改組により，理工学研究科

は，理工学教育部からの改組により設置する研究科であり，本学環の入学者の属性につい

ても基本的には，連係元の改組前の組織とほぼ同じとなることを想定している。 

本学環への入学者数について，人文社会芸術総合研究科と本学環，理工学研究科と本学

環，医薬理工学環の入学定員比率を踏まえて按分すると，人社芸術系研究科（人文科学研

究科，人間発達科学研究科，経済学研究科，芸術文化学研究科）の過去５年間の平均入学
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者数の実績においては，8.3名（48名×8/46名），理工学教育部では，9.4名（272名×10/288

名）の計17.7名が本学環に入学することがおおよそ想定される。 

 

前述の学内学生及び学外学生に対するアンケート結果から想定される進学者数も踏ま

えると，十分に定員充足の見込があると考えられる。 

 

表６：理工学教育部，経済学研究科，人文科学研究科，人間発達科学研究科及び 

芸術文化学研究科の過去5年間の入学志願状況 

研究科等

名 
区分 

平成28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 
平均 

理 

工 

学 

教 

育 
部  

理

学

領

域 

志願者数 106 98 116 98 84 100 

受験者数 104 94 112 93 80 97 

合格者数 95 86 95 86 74 87 

入学者数 84 76 87 77 61 77 

入学定員 64 64 64 64 64 64 

入学定員充足率 1.31 1.19 1.36 1.20 0.95 1.20 

工

学

領

域 

志願者数 216 202 221 234 225 220 

受験者数 210 200 215 227 221 215 

合格者数 197 192 211 218 211 206 

入学者数 192 178 199 205 202 195 

入学定員 153 153 153 153 153 153 

入学定員充足率 1.25 1.16 1.30 1.34 1.32 1.28 

合

計 

志願者数 322 300 337 332 309 320 

受験者数 314 294 327 320 301 311 

合格者数 292 278 306 304 285 293 

入学者数 276 254 286 282 263 272 

入学定員 217 217 217 217 217 217 

入学定員充足率 1.27 1.17 1.32 1.30 1.21 1.25 

経済学 

研究科 

志願者数 27 29 24 25 29 27 

受験者数 27 29 24 25 28 27 

合格者数 17 23 19 19 23 20 

入学者数 16 23 19 17 19 19 

入学定員 18 18 18 18 18 18 

入学定員充足率 0.89 1.28 1.06 0.94 1.06 1.04 

人文科学

研究科 

志願者数 11 8 11 12 13 11 

受験者数 11 7 11 11 13 11 
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合格者数 10 7 11 9 10 9 

入学者数 9 6 11 8 9 9 

入学定員 8 8 8 8 8 8 

入学定員充足率 1.13 0.75 1.38 1.00 1.13 1.08 

人間発達

科学 

研究科 

志願者数 11 16 12 17 18 15 

受験者数 11 16 11 16 18 14 

合格者数 11 15 11 15 13 13 

入学者数 10 14 8 15 11 12 

入学定員 12 12 12 12 12 12 

入学定員充足率 0.83 1.17 0.67 1.25 0.92 0.97 

芸術文化

学研究科 

志願者数 10 11 18 12 14 13 

受験者数 10 9 16 12 14 12 

合格者数 9 8 9 9 10 9 

入学者数 9 8 9 7 7 8 

入学定員 8 8 8 8 8 8 

入学定員充足率 1.13 1.00 1.13 0.88 0.88 1.00 

 

 

３）学生納付金設定の考え方 

「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に基づき，本学が定める「富山大学

における授業料その他の費用に関する規則」（資料４）のとおり，年額535,800円を設定す

る。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

  本学環は，学生確保に向けて，養成する人材像や当該人材を育成するための特徴的なカ

リキュラム等を紹介すべく，プログラム毎に動画を作成し，令和３年１月にMoodleを活

用したオンデマンド形式の説明会を実施した。今後，本学環の公式ウェブサイトを開設す

るほか，パンフレットを作成し，学内外に配布する。さらに，大学院進学・入学説明会を，

会場形式・オンライン形式の両方で開催し，積極的に広報するとともに，本学環の魅力を

積極的にアピールする。 

また、本学環の入学者として想定している留学生に向けて，本学学長裁量経費を利用し、

「Withコロナ時代に生き残る～地域に根差す大学の教育国際化推進事業」として，新た

に大学教育の国際化に関する取組の可視化を推進させる。具体的には，YouTubeなどの動

画サイトやSNS情報発信ツールやウェブページの整備を通して、若い学生の感性を組み込

みながら動画や画像を作成し、多言語（中国語，ベトナム語，タイ語，ラオス語など）に

よるコロナ禍での富山県における学生生活について国際的な情報の発信と拡散によって
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留学生の確保に努める。 

 

２ 人材需要の動向等社会の養成 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

持続可能社会創成学環では，経済，社会，環境が調和した「持続可能社会」の構築に貢

献できる高度専門職業人の養成を目的とし，理工学と人文・社会科学の研究科が連係しな

がら文理の枠を超えた教育・研究を提供する。現代社会が抱える諸課題の解決に「地域」

と「地球規模」の両方の視点から取り組むことのできる高度人材を育成するために，主に

地域の課題に着目して，データサイエンスや人工知能といった基盤学術分野に重きを置

いて教育する「社会データサイエンスプログラム」と，主に国際的な課題に対して超学際

的なアプローチによる教育を施す「グローバルSDGsプログラム」から構成される，「持続

可能社会創成学環」を設置する。本学環では，学術分野の異なる多様な教員が参画する学

環共通科目や学生の多様なニーズに応えうる学術的に多彩なゼミナールを多く設けるこ

とで，持続可能社会の実現に必要な専門的知識を異なる多様な観点から分野横断的に学

修する機会を提供し，本学環の目的とする人材を育成する。 

 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１）持続可能社会の構築に関する人材育成の国際的な状況・動向 

持続可能社会の実現は人類全体の究極的な目標であり，「地域」と「地球規模」の諸課

題解決に資する人材の社会的，地域的な需要は極めて高い。この様な社会的ニーズを背景

として，細分された学術分野の専門性を深めることを目的とした従来の学術分野に区分

された教育ではなく，自然科学的認識と社会科学的認識の共存をもって，持続可能な社会

構築に資する超学際的な高度専門職業人を育成する教育プログラムが国内外の高等教育

機関において急速に増加・発展しているのが現状である。 

 

  ①社会データサイエンスプログラム 

データサイエンスや人工知能分野の人材育成の推進は世界中の初等中等教育，高等教

育，社会人のリカレント教育の現場で劇的な教育改革が進行中である。データコンサルタ

ントを必要とする分野は多岐に渡るため，例えば，米国では学生に最も人気のある職業の

ひとつとして，年間4,000人以上の統計学の修士を輩出している（アメリカ統計学会 

American Statistical Association ホームページ）。一方，わが国では，研究室単位の教育か

ら脱却できないことが主な要因となり，体系的なデータサイエンス教育の提供に関して

大きく出遅れている。 

 

  ②グローバルSDGsプログラム 

サステイナビリティ学は近年誕生した超学際的な学術であり，国際科学会議（ICSU）

国際地球圏生物圏プログラム（1987年～2015年）が主催する世界会議「変化する地球の
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挑戦2001」で紹介されて以来，欧米を中心とした世界中の高等教育機関でカリキュラム

開発がなされている。現状では，学部課程プログラムとして10件（アメリカ，イギリス，

ドイツ，オランダ，マレーシア），大学院プログラムとして34件（アメリカ，カナダ，イ

ギリス，ドイツ，オランダ，スウェーデン，フィンランド，ブラジル，メキシコ，マレー

シア）が確認できる。サステイナビリティ学の学術的な本質を考慮すると，定義された「国」

の境界を越えた学生間の学術的な協調が必須となるため，今後も世界中の高等教育機関

で当該学術分野のプログラム設置が急増することが予測される。 

 

２）持続可能社会の構築に関する人材育成のわが国における状況 

内閣に設置された持続可能な開発目標（SDGｓ）推進本部により示された「持続可能な

開発目標（SDGs）実施指針」において，国内における経済，社会，環境の分野での課題

にも，またこれらの分野を横断する課題にも，取組を強化するのみならず，国際社会全体

の課題としても取り組む必要があると明言されている。国内大学でも，この指針に従った

実務に従事する人材育成を目的とした教育プログラムの開発が推進することが予想され

る。また，人口減少・超高齢化社会，デジタルサイエンスの発展という時代背景のもと，

課題解決には仮想空間と現実空間を高度に融合するもの（Society5.0）が求められており，

データサイエンス・AIを課題解決に活用できる高度人材の育成を目的とした教育に関し

ても体系的な取り組みが加速している。 

 

①社会データサイエンスプログラム 

数理・データサイエンスの社会的な重要性の高まりを背景に，国の「AI戦略2019」で

は，i）文理を問わず，全ての大学・高専生約50万人卒/年が初級レベルの能力を習得す

ること，ii）大学・高専生約25万人卒/年が自らの専門分野への応用基礎力を習得するこ

とが目標として掲げられている。富山大学では，2020年度以降に入学する全ての学部

学生に対して数理・データサイエンス教育を必修化するとともに，関連する授業科目を

体系化した「数理・データサイエンス教育プログラム」を開設した。また，文部科学省

が数理・データサイエンス教育の全国の大学への普及・展開の加速化を図るために設置

した協力校として，本学の取組「数理・データサイエンス教育の全学必修化と北陸地区

の大学連携による地域への普及」が選定され，2020年度より２年間，本学が事業を総括

し，金沢大学及び福井大学と連携しながら，ノウハウの共有や授業科目の提供（単位互

換）等を行い，北陸地区の高等教育機関への普及を図っている。 

 

  ②グローバルSDGsプログラム 

  国際的な広い観点から，持続可能な社会の実現に必要なサステイナビリティ学を学

修し，分野横断的なアプローチによって問題解決能力を身に付け，持続可能社会の構

築・SDGsの達成に貢献できる人材育成のわが国における重要性は前述のとおりである。

日本におけるサステイナビリティ学の提唱者は小宮山宏第28代東京大学総長であり，
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地球システム，社会システム，人間システムの3つのシステム間の相互作用を主要な研

究対象とすることを示している。この文理融合した超学際的学術を構築するため，各参

加大学を結んだネットワーク型の連携機構としてサステイナビリティ学連携研究機構

（東京大学，京都大学，大阪大学，北海道大学，茨城大学）が構想され発足した（2005

年）。その後，東京大学政策ビジョン研究センターと統合し，東京大学未来ビジョン研

究センターが設置されるに至っている。また，2016年度より法政大学大学院において

も，公共政策研究科サステイナビリティ学専攻（修士課程、博士後期課程）が設置され

ている。この様に，持続可能社会の構築に資する人材育成プログラムとしても，サステ

イナビリティ学はわが国において定着し始めている。また，本プログラムで導入する特

色のひとつであるバイリンガル教育体制も国内大学の様々な学術分野の大学院で浸透

しており成果を挙げている。 

 

３）持続可能社会の構築に関する人材育成の社会的ニーズ 

環境，経済，社会の相互に絡み合っている諸課題に対して，分野横断的アプローチを通

じて解決策を提示することができる人材は，国内外官公庁，地方自治体，関連企業，教育

機関，研究者等として社会的ニーズが高く，今後益々高まることが予想される。修了者の

活躍の場として期待される企業側からの評価を確認するため，平成29年度から令和元年

度に，人社芸術系学部（人文学部，経済学部，人間発達科学部，芸術文化学部），大学院

を卒業・修了した者を3名以上採用した企業等143社・機関，及び理工系学部・大学院，創

薬科学科・創薬科学専攻を卒業・修了した者を2名以上採用した企業等，又は１名採用で

富山県，石川県，愛知県に本社又は事業所等がある企業等428社・機関にアンケート調査

を行った（資料４，５）。その結果，文系，理系，文理融合系の大学院修士課程を修了し

た社員を採用する場合に，どのような能力を期待するかという設問に対して，「期待する」

「やや期待する」との回答が得られた割合は以下のとおりである。 

 

 

採用する社員に期待する能力 回答 

対象分野における高度な専門知識と運用能力 93％ 

最先端の知を幅広く理解し，常にアップデートする能力 95％ 

論理性や批判的思考に関する能力 90％ 

自ら課題を発見し，解決案を構築・検証する能力 97％ 

自らの考えを的確に分かりやすく伝える能力 96％ 

高度な英語力と多文化(異文化)理解に基づくコミュニケーション能力 66％ 

チームの一員として協働し積極的に目標の達成に寄与する能力 98％ 

リーダーとしてチームをマネジメントする能力 61％ 

社会的・経済的・文化的価値を創出する能力 80％ 

データ処理，分析，活用能力 90％ 
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研究者又は高度職業人にふさわしい倫理観 81％ 

 

本学環で特色として強調している，「自ら課題を発見し，解決案を構築・検証する能力」

「データ処理，分析，活用能力」「高度な英語力と多文化(異文化)理解に基づくコミュニ

ケーション能力」に対して高い社会的ニーズがあることが伺い知れる。以上のことから，

本学環が育成する人材は，企業の多くが求めている人材と一致しており，当該人材に対す

る社会的需要は高いと判断できる。 

 

 ①社会データサイエンスプログラム 

本プログラムの特徴は，富山市をはじめとする行政機関や民間企業と課題やデータを

共有し，データサイエンス・AIを活用して，より実践的な課題解決に取り組む点にある。

この様なアプローチでデータサイエンスを活用して社会的課題を分析・解決できる人材

の育成は地域社会の活性化にも繋がる。社会においても自己のバックグラウンドを活か

して，データサイエンス・AIを課題解決に活用できる高度人材の需要は高い。また，本プ

ログラムではリカレント教育も重視しており，地方公共団体の行政職や企業に在籍する

社会人の入学者が，地域や在籍企業が直面する実際の課題を修士論文テーマと位置付け

て課題解決を行うことができるように配慮している。修士２年では，在籍企業に就労しな

がら修士研究に取り組むことも可能である。 

企業を対象としたアンケートにおいて（資料４，５），「地域の自治体や企業が有するオ

ープンデータを活用し，発見した地域課題を修士論文のテーマとして問題解決を行うこ

とについて，評価できますか」という設問に対し，84%（82企業・団体）が「評価できる」

という回答している（図１の設問１）。「設置構想は，客観的に判断して評価できますか」

という設問に対しても，79％（77企業・団体）が「評価できる」と回答している（図１の

設問２）。また，社会データサイエンスプログラムが設置された場合，当該大学院の修了

者の採用について，「採用したい」が67％（65企業・団体）であった（うち「積極的に採

用したいが」24％（22企業・団体））（図１の設問３）。さらに，「大学院修士課程レベルの

リカレント教育として，大学にどのような内容を求めますか」という設問に対しては，

27%が「幅広く仕事に活用できる技能（データ分析など）を習得できる内容」を希望して

いる。以上のことから，本プログラムが育成する人材の社会的需要は高い。 
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図１：富山大学の卒業生（学部卒業生および大学院修了者）を採用した企業等428社・

団体を対象としたアンケート調査結果。括弧内の数字は回答した企業・団体等の

実数。 

 

②グローバルSDGsプログラム 

本プログラムは「One Planet, One Health」をキャッチフレーズとして，地球持続ビジ

ョンと国際的視点を持ち，国際社会が抱える様々な課題に対して柔軟に対応し，解決して

いく人材育成を目的としている。中核市としての都市環境と高度差4000 mの自然環境と

いう多様なフィールドを活用して，持続可能社会を目指す上での多岐にわたる課題に対す

る対応力と問題解決能力を身につける機会を提供できる点にも特色がある。また，地域社

会でグローバルに活躍できる多様な国籍のバイリンガル人材育成も特徴のひとつである。 

上述の企業を対象としたアンケート結果を集計したところ（資料４，５），グローバル

SDGsプログラムにおいて，「国際的な広い観点からSDGsを学び，研究分野横断的なアプ

ローチによって問題解決能力を身につけた人材の育成を目的とする教育について評価で

きますか」という設問に対して，87％（85企業・団体）が「評価できる」と回答している

（図２の設問１）。「グローバルSDGsプログラムの設置構想は，客観的に判断して評価で

きますか」という設問に対して，「評価できる」とした回答は85％（83企業・団体）であ

る（図２の設問２）。また，グローバルSDGsプログラムが設置された場合，当該大学院の

修了者の採用について，採用したいが60％（58企業・団体），内積極的に採用したいが22％

（20企業・団体）であった（図２の設問３）。以上，本プログラムが育成する人材の社会的

ニーズは高いといえる。 

設問１ ： 
地域の自治体や企業が有するオー
プンデータを活用し，発見した地域
課題を修士論文のテーマとして問
題解決を行うことについて，評価で
きますか 

設問２ ： 
社会データサイエンスプログラ
ムの改組構想は，客観的に
判断して評価できますか 

設問３ ： 
社会データサイエンスプログラム
が設置された場合，当該大学
院の修了者の採用についてどう
お考えですか 
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図２：富山大学の卒業生（学部卒業生および大学院修了者）を採用した企業等428社・

団体を対象としたアンケート調査結果。括弧内の数字は回答した企業・団体等の

実数。 

 

４）関係業界との連携体制 

本学環では，これまで本学が構築してきた地域の行政機関や自治体，民間企業，海外協

定校との連携を活用し，本学環の教育プログラムを実施する。 

 

① 社会データサイエンスプログラム 

地域の行政機関や自治体，民間企業が有するオープンデータを活用した，研究教育を

実施するために，既存の企業，機関との連携を活かすと共に，それらをさらに強化，拡

充する予定である。 

 

  ②グローバルSDGsプログラム 

  海外協定校，及び，国内のサステイナビリティ学を推進している教育機関と連携して

本プログラムを実施する。具体的には，本学との大学間協定などを通じて関係の深い国

内外の教育・研究機関から教員を積極的に招き，分野横断的な諸課題解決の取り組みを

学ぶと共に，国際性を涵養できる研究指導体制を構築することも予定している。また，

日本人学生・外国人留学生の双方にメリットのあるバイリンガル教育を通じ，高い語学

力と高度な専門技能を有する学生を育成にも上述の連携を活用する。今後推薦入試にお

いて海外協定校枠を設け，密接かつ恒常的な海外協定校との連携を強めていく予定であ

設問１ ： 
国際的な広い観点から SDGs を学
び，研究分野横断的なアプローチ
によって問題解決能力を身につけた
人材の育成を目的とする教育につ
いて評価できますか 

設問２ ： 
グローバル SDGs プログラムの
改組構想は，客観的に判
断して評価できますか 

設問３ ： 
グローバル SDGs プログラムが設
置された場合，当該大学院の修
了者の採用についてどうお考えで
すか 
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る。さらに，研究課題の内容を鑑み，必要に応じて海外の協定校から副指導教員を選出

し，共同研究指導（シングルデグリー型コチュテル）を実施する。パンデミック後の社

会への適応を考慮した遠隔の研究指導体制を海外協定校と連携することで構築し，これ

までとは異なる格段に視座の広いグローバルな研究指導体制の導入を目指す。 
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資料１※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
 医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 

創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 



学生の確保の見通し等 - 18



学生の確保の見通し等 - 19



学生の確保の見通し等 - 20



学生の確保の見通し等 - 21



学生の確保の見通し等 - 22



学生の確保の見通し等 - 23



学生の確保の見通し等 - 24



学生の確保の見通し等 - 25



学生の確保の見通し等 - 26



学生の確保の見通し等 - 27



学生の確保の見通し等 - 28



学生の確保の見通し等 - 29



学生の確保の見通し等 - 30



学生の確保の見通し等 - 31



学生の確保の見通し等 - 32



学生の確保の見通し等 - 33



学生の確保の見通し等 - 34



学生の確保の見通し等 - 35



学生の確保の見通し等 - 36



学生の確保の見通し等 - 37



学生の確保の見通し等 - 38



学生の確保の見通し等 - 39



学生の確保の見通し等 - 40



学生の確保の見通し等 - 41



学生の確保の見通し等 - 42



学生の確保の見通し等 - 43



学生の確保の見通し等 - 44



学生の確保の見通し等 - 45



2

3
学生の確保の見通し等 - 46



4

5
学生の確保の見通し等 - 47



 

学生の確保の見通し等 - 48

資料２
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以下のとおり。
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資料４

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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資料５
⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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